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松尾市長に対する問責決議 

 

 去る平成25年４月24日、鎌倉市議会が鎌倉市民からの負託を受けた直後に、

松尾市長は、市議会議員の議会内の発言について、「市から議会に対して懲罰を

求めることが可能か」と総務部に命じ、公費負担の市の顧問弁護士に懲罰を要

求する可否を相談させた。 

そもそも市の顧問弁護士は行政執行事務に係る相談を目的に設置しており、

当該支出は好ましい行為ではなかったと監査委員も認めるところであり、職員

に不要かつ不正な支出を強いたことは行政の長としての資質を疑わざるを得な

い。 

 また、市長の当該行為は、市議会議員の議会内における自由闊達な議論を大

きく委縮させ、議会の自立権を侵害し、市と議会間の信頼関係を一方的に失墜

させるものである。 

市長の行動は、我々鎌倉市民が過去より培ってきた鎌倉市における議会制民

主主義を冒瀆し、民主主義の根幹を揺るがす許されざる行為である。 

よって、本市議会は松尾市長の責任をここに問い、猛省を強く求める。 

以上、決議する。 

平成25年９月13日 
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